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要約　本研究では，幼児通園施設に在籍する骨形成不全を伴う重度重複障害児に座位姿勢獲得を中心とする動作法

を通した発達支援を行った。対象児は側わんがあり，当初は胸や顎を突き出し背中を大きく反らす状態で，姿

勢バランスがかなり不安定であった。心理的にも人見知りが激しく，泣きも多いなど不安定な面が見られた。

しかし，本研究での実践を通して座位姿勢が安定し，それに伴って手指動作にも広がりが見られ，身振りなど

のサインや物を扱う様々な活動に大きな広がりが見られた。このような活動の広がりと動作法による身体的相

互交渉により対人面にも大きな高まりが見られた。重度重複障害児への動作法を適用した発達支援により，身

体面，情緒面，外界認知，対人認知など幅広い領域に教育的効果が期待できることが示唆された。
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I．問題および目的

現在，肢体不自由養護学校の約7 割の児童生徒が重

度重複障害である。また，肢体不自由養護学校の約半

数は，自立活動を主とした教育課程（IV類型）で教育

を受けており，それらの児童生徒は学校生活において

自立活動の時間が大部分を占めている。自立活動の時

間は，「障害に基づく種々の困難を改善・克服し，自

立し社会参加する資質を養うため学校の教育活動全体

を通じて適切に行うものとする。」という目標のもと

で，「身体の動き」「健康の保持」「心理的な安定」「コ

ミュニケーション」「環境の把握」の5 つの領域（＊

現在は学習指導要領の改訂により，6 領域となってい

る）から成り立っている。とりわけ重度重複障害児に

おいては，これらの5 つの領域は発達に不可欠であ

り，その指導方法も様々に工夫されている。このよう

に，肢体不自由養護学校における自立活動は極めて重

要なものと言える。

しかしながら，森崎(2004)は，実際に各学校で行

われている取り組み（「身体の動き」を扱う時間）に

関して，（各学校や担当者によってその実態は様々で

あるが）子どもの身体には触れてはいても，身体の

「動き」を扱うことが充分になされているとは言い難

く，また，座位姿勢の獲得に向けた取り組みも積極的

には行われていないことを指摘している。

川間(2002) は，姿勢が認知発達を促進させ，認知

発達によって姿勢がさらに調整のとれたものになって

いくと述べている。また，森崎（2003）は，重度脳性

まひ児に対し，座位や膝立ちといったタテ系姿勢の獲

得支援を行った結果，座位姿勢の保持が可能になると

ともに 外界に対する認知の発達など自立活動の5領

域に重なるような変化が見られたことを言及してい

る。このように，姿勢と認知の発達は相互に密接な関

係があり，それらは，自立活動における5 領域に関連

している部分が多い。 タテ系姿勢獲得支援が教育的に

も様々な面に良好に影響すると考えられる。

しかしながら，一般に，療育構関や学校で脳性 まひ

児や重度重複障害児の認知を含めた心理的発達の問題

は，姿勢や運動とは別のものとして考えられ，分けて

指導されている傾向がある。むしろ姿勢や運動に制限

があるからこそ，これと心理的発達の関係を分析して

指導していく必要があると考える。

また，タテ系姿勢獲得支援と心理的発達との関連性

については，こ れまでの研究の中で指摘されてきた

が，事例的に検討した研究は少なく，研究されている

ものの中でも，脳性まひ児を対象としたものが多い。

中でも，骨系統疾患は，基本的に原因不明な骨格の

障害であり，外観上非常に目立つ骨格の形態的異常を

主徴とする疾患が多い。その形態変化や重症度は極め

て多彩であり，骨格外の合併症を伴うことも多い。肢

体不自由養護学校 において，骨系統疾患の児童生徒

は，割合としては少ない ものの一定の在籍数がある。

脳性 まひと同様に動作に不自由があるが，そ れに加

え，骨形成の不全を伴っている点で脳性まひとは異な

る。骨形成の不全により，身体を積極的に扱ってもら

えない傾向にあるが，適切な支援を行えば，一定の発

達が見受けられ，身体の動きを扱うことや，中でも座

位や膝立ちなどのタテ系姿勢獲得支援を行うことは発

達上欠かすことのできない ものと考えられる。骨系統

疾患に関する事例は，まだ少なく，その点についても

検討していく必要があろう。

そこで，本研究では，重度重複の点状軟骨異形成症

児を対象として，「座位」「膝立ち」「四つ這い」など

の動作法による姿勢獲得支援を通し，①骨系統疾患の

子どもにおいても姿勢・運動面に良好な効果が得られ

るか，また，②姿勢発達に留 まらす，対人面，外界認
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知，情緒面など心理的な側面についても良好な変化が

見られるのか，事例的に検討していくことを目的とす

る。その際，訓練の様子の他，保護者や園職員の報告

を基に，日常生活の様子，発達検査等を踏まえて検討

していく。

Ⅱ．方　法

1．研究方法　　事例研究

(1)対象児：点状軟骨異形成症児K

（3 歳1 ヶ月：訓練開始時）

上手く援助すると2 秒ほど瞬間的に座位姿勢を保持

できることもあるがすぐに倒れてしまう。また，上体

に左凸の側わんがあり，胸や顎を前に突 き出し背中を

大きく反らすような状態であり，かなりバランスが不

安定。心理的にも人見知りが激しく，泣 き続けること

が多いなど，不安定な面が見られる。

(2)担当期間:2006年4月～2008年1月

2 ．手続き

(1)　1セッション：週1回，50分（動作法）

（2）動作課題：「躯幹ひねり」「座位」「膝立ち」「四つ

這い」

（3）実施形態：通園施設Hにおいて，マンツーマンで

関わる。各セッションの訓練の様子の他，保護者

や園職員の報告を基にコミュニケーションや日常

の様子についても記録していく。また，定期的に

「遠城寺式・乳幼児分析的発達検査」「MEPA-Ⅱ」

を行い，運動面，対人関係，言語などについて も

評価を行う。

Ⅲ．結　果

1 ．第1 期(2006 年4 月～9 月）

≪訓練受け入れの時期≫

◆訓練場面◆

○訓練中終始泣いてい る

《運動面》

座位・手をついて2～3秒保持できる場面も見られる

が，すぐに倒れてしまい，座位保持は難しい。

・胸・顎を突き出し，背中が反る。膝立ち

・腰が入りにくく，背中を反らせて姿勢をとろ

うとする。上体が安定しない。

《心理面》

・「いや」「いたい」と泣 きながら言う。（4 月）

・初めて，手遊び歌で手拍子をしたり，指で形をとろ

うとしたりする様子が見られた。（5 月）

・逆さバイバイの手の動 きをつけて「バイバイ」と言

う。（6 月）

・バイバイをするときに，手のひらを相手に向ける。

（9 月）

◆ 日常場面◆

《運動面》

姿勢・家でも背筋を伸ばして，座ることが多くなっ

た。（6 月）

・自分で体を起こしてきて座るようになる。

（7 月）

・座って遊ぶことが多くなってきた。（9 月）

《心理面》

情緒・自分の思い通りにならないと泣いて，思い通

りになるまで泣 き続ける。（6 月）

認知・初めてアンパンマンの絵を描いた。（5月）・

みんなの様子を見て行動する。（9 月）

対人・友達と喧嘩もあったが，友達との関わりが増

えてきた。（5 月）

表現・お茶が飲みたいときに，手を口につけて伝え

る。（6 月）

・自分の意思が増えてきて，色々な方法で伝え

ようとしている。（8 月）

【訓練当初は，座位姿勢の保持が困難であり，手をつ

いて2～3秒保持できこともあったが，保持し続ける

ことができす，すぐに前か後ろに倒れてしまう状態で

あった。胸・顎を突き出し，背中を反らせた状態でバ

ランスをとろうとしていること，腰が落ちにくいこ

と，左凸の側わんのため上体が左に流れ，左重心であ

ることが特徴であった。膝立ちにおいては，上体が不

安定であり，腰が入りにくかった。また，人見知りが

激しく，訓練環境にも慣れす，終始泣いていた。訓練

の回数を重ねることで，訓練中に泣き止むことも徐々

に増え, TR (訓練者）に笑顔を見せることも出てき

た。姿勢面においても，手をついて安定した座位姿勢

が保持できるようになり，腰を補助していると手をつ

かすに姿勢保持できるようにもなってきた。日常生活

でも，「自分で体を起こして座るようになった」「座っ

て遊ぶことが増えた」というような変化が見られた。】

2．第Ⅱ期(2006年10月～2007年3月）

≪安定したタテ系姿勢の獲得≫

◆訓練場面◆

○泣かすに落ち着いて訓練ができる

《運動面》

座位・手をつかすに十数秒保持できる。

膝立ち・徐々に腰が入りやすくなった。

・直に踏みしめる感じが出てきた。

・腰のみの補助で上体が安定する。

四つ這い・一瞬であるが，両手で保持することができた。

・移動のときに，左手がすぐ内側に入ってしま

うが，肘だけでなく手も使うようになり，腹

這い移動が四つ這い移動になりつつある。

《心理面》

・「あー」「あたっ」などの喃語を多く発するようにな

る。（10月）
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・様々な人や物に指差しをする。（11月）

・手遊び歌のときに，両手を使ってで きる。（3 月）

◆日常場面◆

《運動面》

移動・短い移動は腹這い，長い移動は寝返りを繰り

返して移動する。（11月）

《心理面》

情緒・自分のことだけでなく，周りのことにも目が

向くようになってきた。（11月）

認知・アンパンマンの絵を顔の表情を変えて描い

た。（10月）

・「チョキ」を親指と人差し指で示す。（1月）対人

・様々な人や物に指差しをする。（11月）

・友達の輪の中に自分から入っていった。ルー

ルを守って友達と遊べるようになってきた。

（1 月）

表現・少しずつ声を出して意思を伝えようとする姿

が出てきた。（11月）

【訓練に も次第に慣 れ，訓練室で泣かすに訓練で きる

ことが多くなってきた。座位においては，手をつかす

に，10 数秒姿勢保持するこ とがで きる ようになった

が，自分でバランスの修正はまだ難しく，首が安定し

にくかった。また，膝立ちにおいては，徐々にではあ

るが，腰が入るようになり，上体も安定するようにな

った。四つ這いにおいては，自力での姿勢保持は困難

なものの，少しすつ訓練課題として取 り入 れるように

した。

心理面においては，「自分のことだけでなく，周り

のことに も目が向くようになる」「様々な人や物に指

差しをする」というような情緒や対人面の変化が訓練

場面でも日常場面でも見られた。】

3 ．第Ⅲ期(2007 年4 月～9 月）

≪入院による状態の後退と回復≫

◆訓練場面◆

○装具装着後の姿勢改善

《運動面》

座位・上体が左に流れ，左手をついて姿勢保持す

る。（装具装着直後）

・徐々に直の姿勢へと姿勢が改善された。

膝立ち・腰が入ると，自分で踏みしめようとする。

四つ這い・ 2～3秒保持できるが，すぐに左肘が曲がっ

てしまう。

・保持し続けることができす，腹這いで前に進

もうとする。

《心理面》

・1 ～10 までの数字を指で表現する。（4 月）

・「やったあ」「おわった」とマカトンサインをつけて

明瞭に言う。（9 月）

◆日常場面◆

《運動面》

移動・箱椅子に座った状態で装具をはすすと，上体

が左に傾く。（6 月）

・装具をつけた状態で，5 歩腰をあげて這うこ

とができた。（9 月）

操作・給食のときに箸を使って食べた。（4月）

《心理面》

情緒・自分でやりたいと思うことが増えた反面，思

い通りにならないと大泣きする。（4 月）

・遊びのときに，自分から積極的に手を挙げて

アピールする。（7 月）

・本や数字などアンパンマン以外にも少しすつ

興味が出てきた。（8 月）

認知・初めて犬の絵を描いて，「ワンワン」と言っ

て母親に教える。（8 月）

表現・身振りなしで伝わる言葉が少しすつ増えてき

た。（9 月）

【第Ⅲ期の初めごろは，座位の直に近い姿勢で20秒程

度保持ができ，ビデオカメラを向けると，そこに向か

って笑顔で手を振る姿も見られ，安定した姿勢を心の

ゆとりを持って保持することができた。5～6月に装

具づくりのため入退院を繰り返し，その後，訓練の時

間以外は装具を常時装着している。装具装着直後は，

座位においては上体が左に傾き，左手をついて姿勢保

持していた。また，装着時は寝返りも含め身動き一つ

とれない状態であった。しかし，9月には，座位での

左への傾きや胸の反りも少しずつ改善され，4月以上

に安定した姿勢で保持で き，保持時間も長くなった。

膝 立ち においては， 他動的 に姿勢づ くりを行 うと，TR

の手を持っているだけで，自分で踏みしめようと

する力が出てきた。四つ這いにおいては，2 ～3 秒自

分の力 で保持できるようになってきた。日常場 面で

も，装具を装着した状態で「腰をあげて5 歩這う」と

の報告もあった。装具を装着したことによりタテ系姿

勢の経験は制限され，状態が低下してしまったが，再

びタテ系姿勢の訓練を繰り返していったことで，徐々

に感覚を取り戻したのではないだろうか。

心理面においては，積極性や興味の広がりといった

情緒面などの変化が見られた。】

4 ．第Ⅳ期(2007 年10 月～2008 年1 月）

≪タテ系姿勢の応用動作≫

◆訓練場面◆

○膝立ち，四つ這いを中心に行う

《運動面》

座位・ほぼ直に近い姿勢で1分近く保持できるよう

になる。

膝立ち・TRが正面から手を引っ張ると，自ら尻を持

ち上げて姿勢づくりをする。

四つ這い・補助なしで数秒安定した保持ができる。

・両肘を伸ばして四つ這い移動する。

《心理面》
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・アンパンマンの手遊びをTR の真似をして行う。(10

月)

・｢アンパンマン｣｢ あっこ( 抱っこ)｣ と言う。(10

月)

◆日常場面◆

《運動面》

姿勢・家でも，つかまり膝立ちをする。(11月)

操作・玉入れで，離れたところからボールを2つ入

れることができた。(10月)

《心理面》

認知・場面の状況の判断もできるようになった。

(10月)

【座位姿勢においては，安定して1 分近く姿勢保持で

きるようになった。また，膝立ち姿勢においては，正

面から手を持っていると自分で尻を持ち上げようとす

る動きが見られ，四つ這い姿勢においては，自分から

両肘を伸ばして，安定した姿勢が5 秒程度保持できる

ようになった。このように，膝立ち，四つ這いにおい

ては，主動的に姿勢づくりをしようとする芽生えが見

られた。

通園施設からは，「玉入れで離れたところから玉を

入れた」との報告もある。この動作は，いくつかの複

雑な動作と籠までの距離感など認知的な把握により行

うことのできるものである。タテ系姿勢を応用して，

複雑な動作が行えるようになってきたと共に認知的な

発達が感じられる。

心理面においても，「状況判断ができるようになっ

てきた」との報告もあり，周囲に目が向くようにな

り，状況を客観的に捉えられる面が芽生えてきたこと

が窺える。】
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5 。発達検査に見られる変化

《遠城寺式発達検査に見られる変化》

①月齢変化の様子

②発達指数の変化の様子

【第1 期と第IV期では，「移動運動」1 ヶ月，「手の運

動」11 ヶ月，「基本的生活習慣」9 ヶ月，「対人関係」30

ヶ月，「発語」6 ヶ月，「言語理解」34 ヶ月の変化
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が見られた。特に，「対人関係」「言語理解」では大き

な伸びが見られた。

重度の障害があるため，遠城寺式・乳幼児発達検査

を発達指数の変化で見ると，実年齢の月齢に伴うレベ

ルで各項目の発達年齢が伸びいくことは難しい。しか

し，各項目や各期でばらつきはあるものの，重度障害

児としては全体として大きな伸びが見られた。】

《MEPA-H に見られる変化》

げることができる」という項目で芽生えが見られた。

「コミュニケーション」に関しては，発語と象徴遊び

に関する項目で達成が見られた。】

Ⅳ．考察

【第1 期と第Ⅳ期では，「姿勢」11項目の達成，「移動」4

項目の芽生え，「操作」4 項目の達成，「コミュニケ

ーション」11項目の達成が見られた。

第1 期 においては，「姿勢」では完全な座位姿勢が

困難であり，座位10 項目のうち4 項目の芽生え（△）

が見られるものの「傾けられても保つことができる」

「バランスをくすして ももどすことができる」という

ような自分でバランスをコントロールすることに関す

る項目は「×」であった。「移動」に関しては，腹這

い項目までは達成できているが，四つ這い移動項目以

降は達成できていない。「操作」に関しては，姿勢・

移動項目に比べ達成度が高く，50 項目のうち44項目の

達成，4 項目の芽生えが見られた。また，「コミュニ

ケーション」項目に関しては，37 項目の達成，6 項目

の芽生えが見られた。

第Ⅱ期においては，第Ⅰ期では達成できなかった，

自分でバランスをコントロールする項目に芽生えが見

られ，支持四つ這いの芽生え，支持膝立ちの芽生えも

見られた。「操作」に関しては，両手に物を持つこと

に関し，第Ⅰ期の芽生えから達成へと変化している。

第Ⅲ期においては，初歩の四つ這い5項目に達成ま

たは芽生えが見られ，支 持四つ這いの達成が見られ

た。「操作」に関しては，「ボールを両手で転がすこと

ができる」という項目で，芽生えから達成へと変化し

ている。

第Ⅳ期においては，初歩の座位，初歩の四つ這いの

達成，つかまり膝立ち位の芽生えが見られた。「移動」

では，「四肢を交互に出して，まっすぐに四つ這い移

動ができる」という項目で，5 項目のうち4 項目の芽

生えがある。「操作」に関しては，「ボールを両手で投

≪タテ系姿勢の獲得と応用について≫

今回の事例では，座位姿勢の獲得のみに留まらす，

その応用として，バランスをコントロールできるよう

な座位姿勢の保持が可能となった。また，膝立ち四つ

這いにおいては，少ない補助で安定した姿勢をとるこ

とができたり，自分で身体を持ち上げようとしたりす

る力が出てきた。「座位→四つ這い→膝立ち」へと，

より不安定な状態でタテに踏みしめる経験を積み重ね

たことが，このような応用動作を可能にしたのではな

いだろうか。また，これらの姿勢面の発達は，日常生

活の座位姿勢や腹這い・四つ這い移動にも変化として

表れていた。

≪心理的発達について≫

意思表示の表出や周囲への関心，訓練の受容など心

理面にも様々な変化が見られた。これは，座位姿勢の

獲得とそれに伴う視野の広がりによって，周囲に目が

向き，興味の広がりや意思表示が表れたのではないか

と考えられる。また，周囲への興味の広がりは対人面

において，様々な人に指差しをするなどの行動に表れ

るようになった。TR とのマンツーマンでのやりとり

という対人的な交流が，訓練の受容や周囲の人への興

味に大きな影響を与えているのではないだろうか。

≪自立活動との関連性について≫

今回の事例では自立活動における5 領域と関連する

ような変化が見られた。

①「身体の動き」：安定した座位姿勢の獲得。」膝立

ち・四つ這いの主動的な姿勢づくりの芽生え　細か

い手の動きの広がり

【安定した座位がとれるようになったことで，両手

が使えるようになり，両手での細かい操作が可能に

なったと考える。通園施設からは，「玉入れで少し

離れたところからボールを入れることができた」と

の報告もある。離れたところからボールを入れると

いう操作は，手（腕）を動かす際に，上体も傾く姿

勢になるため，上体が傾いてもバランスをコントロ

ールできる力が必要である。座位において，直の座

位姿勢がとれるようになり，そこからバランスをく

すしてもバランスをコントロールできるような座位

姿勢がとれるようになったことが，離れたところか

らボールを入れるというような操作ができるように

なったことへとつながったためではないだろうか。】②

「健康の保持」側わんの進行が見られない
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【姿勢面の変化が，側わんによる内臓器官への支障

を防ぐことにつながっていると推測される。】

③「心理的な安定」訓練の受容，興味の広がり

【最初は訓練に慣れず，終始泣き続けていたが，少

しずつ訓練を受け入れていこうとする姿が見られ

た。周囲の友達が頑張っている様子を見ることで，

訓練を受け入れようと自分の感情を少しずつコント

ロールしていったのではないだろうか。そして，座

位姿勢を獲得できるようになって，タテの世界へと

視野が広がったことで，周りにも目が行き，興味の

広がりが表れ，自分の意思も出始めたのではないだ

ろうか。難聴を伴っているため，その意思を思うよ

うに表現できす，怒ったり泣いたりする時期もあっ

たが，サインや身振り，発語など表現方法を自分で

見つけ，身に付けていったことで克服していったと

考える。】

④「コミュニケーション」友人との関わりが増えた，

様々な意思表示（サイン，身振り，発語など）がで

きるようになった

【動作法では，直接言語訓練を行っているわけでは

ない。しかし，身振りやことばの表現が表れ始めた

のは，自分の意思が出てきた頃からである。そし

て，自分の意思が出始めたのは，自分で身体を起こ

してきて座るようになってきてからである。タテ系

姿勢がとれるようになったことで，周囲の様々な人

や物に目が向き，意思が出てきたのではないかと考

える。また，難聴を抱えているということもあり，

指示や声かけは，正面や横などTR の顔の表情や口

の形が見えるところで身振りを交えながら，短いこ

とばで行うように配慮した。動作法は身体を介した

やりとりであるが，そのやりとりの中には，多くの

声かけも含まれている。 TRの身振りや囗の形を真

似して動作を行ったり，ことばを発したりする姿も

見られたことから，様々な方法で表現しようとする

姿が表れたのではないだろうか。】

⑤「環境の把握」手や物の操作の広がり

【逆さバイバイが，手のひらを相手に向けてバイバ

イするようになったり，手遊びのチョキを親指と人

指し指で行っていたものを通常の人指し指と中指で

するようになったりするなどの変化があった。ま

た，集団での遊びでは，周りの友達の様子をじっと

見てやり直す姿が見られた。第Ⅲ期頃からは，数字

への理解も示し，1 ～10 までを数えることができ

るようになった。これらの認知面での変化は，座位

姿勢の獲得に伴い日常での活動が人幅に広がりを持

っていったことが大きな要因となっているものと考

えられる。つまり，座位獲得に伴い手を使う活動が

発達し，手指動作そのものの発達へとつながった。

また，それによって物を扱う活動が多く経験されて

いくようになり，数の概念などの発達にもつながっ

ていったということではないだろうか。また，先に

「身体の動き」で示した「玉入れ」の活動の高まり

については，手指動作の発達はもちろんのこと，む

しろその背景には，籠の位置をしっかりと認知し。

自分との距離感を把握しながらそこに向けて正確に

ねらいをつけるという，認知的な力が必要である。

動作法という自己身体を通した体験的な活動を多く

重ねていくことや，それによる活動の高まりによっ

て，外界に対する認知にも発達が見られたものと言

えよう。】

これらのことから，動作法は，身体のみに影響を与

えるのではなく，身体の動きがベースになり，様々な

面に影響を与えることが推察された。肢体不自由児に

隕らす，障害が重度になればなるほど，身体を通した

働きかけは発達的に重要なものとなってくるものと考

えられる。このような意味でタテ系姿勢の姿勢獲得支

援は，教育的意義が高く，身体面を基盤としながら，

情緒面，外界認知，対人認知など幅広い領域に意義あ

る良好な影響を与えるものと言えよう。

≪まとめ≫

今回の事例から，Kのような骨系統疾患の子どもに

おいても，身体の動きを媒介とし，タテ系姿勢の獲得

に向けた適切な支援を行うことにより，①姿勢・運動

発達に良好な効果が得られる，②対人関係を中心に，

情緒・自己表出など幅広い側面においても良好な変化

が得られることがわかった。もし，Kに何の支援も行

っていなければ，Kの側わんは進行し，座位姿勢の獲

得は困難になっていたであろう。週に1回50分という

決して多くはない支援であったが，その積み重ねが今

回のような発達につながったものと考えられる。そし

て，発達支援をする際に重要となってくることは，そ

れぞれの時点での子どもの実態に合わせ，目的意識を

持って支援を続けることである。今回の場合は，座位

姿勢の獲得が主な目的であったが，座位姿勢を徐々に

獲得できるようになってからは，四つ這い姿勢の獲得

にも目を向けて支援を行うようになった。子どもは

日々変化しているため，一人一人の子どものその時点

での実態に合わせて，目的意識を持って取り組むこと

が大切であろう。今後，このような取り組みが教育現

場等で積極的に行われていくことが望まれる。

V ．引用・参考文献

森崎博志（2003）臨床動作法における身体的相互交渉

の教育的意義　東海・北陸心理リハビリテイショ

ン研究会会報, No.21, 1-9.

森崎博志(2004) 肢体不自由養護学校における自立活

動－“からだ”の時間の現状と課題一　東海 。北

17



福井，森崎：重度重複障害児への座位獲得を中心とする身体を通した発達支援 とその心理的発達に関する研究

陸心理リハビリディジョン研究会会報, No.22,1-6.

川間健之介(2002) 肢体不自由児の姿勢一認知発達と

の関連を中心に 一　特殊教育学研究, 39  (4),81-8.

18


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8

